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【研究ノート：講演録】 
 
「ボランティア活動と教員養成」 
                 
                       亜細亜大学  
教職課程主任 栗田 充治 
 
1 教育実習と就活の両立 
 教育実習指導に関して、悩ましい問題があります。それは、実習期間に重要な就職面接が入ってしま
ったらどうするか、という問題です。 
 亜大の 4年生向けガイダンスでは、実習校に相談しなさい、と言います。 
 「社会科のポストは少ない。教職一本に絞りなさいと指導するのは、現実を無視した指導になる。教職
と会社への就職という二足の草鞋を履かざるを得ない。こうした事情は実習校の先生も理解して下さる
だろう。だから、事情を話してきちんとお願いしなさい。そして、1 日足りないところを月曜日に補わせて
貰いなさい。」 
 こうした教育実習指導の仕方を関私教協の研修会で披露したところ、それは真似出来ないという雰囲
気でした。しかし、毎年、一人はこうしたお願いをしているのですが、希望を叶えてもらえなかった例はこ
れまでありません。最初は、実習校の先生は、「何を考えているんだ」と反発されるようですが、大学から、
こうしたお願いをしてもよいと指導されているという話をきちんとすると、仕方ないね、という風に軟化して
もらえるのです。勿論、必要が有れば、大学から話をする用意があることも実習生には伝えておきます。 
 ボランティアの世界では、これは「本業ボランティア」の場面です。本来の業務の中で、相手のために
ちょっとプラスアルファの自発的なサービスをする。公務員の場合、公平性を旨に住民に対応すること
は勿論ですが、それを、杓子定規に対応するか、相手の実情に合わせて柔軟に対応するかは、職員
の意思次第で、結構幅があります。その職員の人間的なセンスに左右されます。大抵の場合、対応マ
ニュアルには、サービス提供の基準として必ず「その他市長が許可した場合にはＯＫ」というような項目
が最後に付いています。この項目に準じてプラスアルファのサービスをすることが本業ボランティアで
す。 
 ボランティアの世界での課題として、これに関連してもう一つ言及しておかないとならないことが有りま
す。「助けてくれ」と相手から言われたら、十中八九ひとは助けるものですが、我々はなかなか「助けてく
れ」と言えないのです。ボランティアしよう、しようと思うけれど、ボランティアされようとはなかなか思わな
いのです。なぜでしょう。一方的なサービスを受けることは、受ける側にある種の「負い目」を与えます。
「助けてくれ」と言うことは、自分の弱さを示すことでもあります。プライド、自尊心が傷付く場合があるか
もしれません。しかし、我々はボランティアするとき、相手の人がそうしたことを感じていることに何れ程
気づいているでしょうか。ボランティア活動が成り立つためには、ボランティア・サービスを受ける相手が
必要です。相手があって初めてボランティア活動ができるのです。だから、ボランティアをしようという人
は、何かあったら、自分から「助けてくれ」と言える人になってほしい、とボランティアの授業では学生に
伝えます。実習生が「助けてくれ」ときちんと伝えると、学校側は必ず助けてくれます。これを試みない手
はないのです。 
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２ ボランティア活動がもつ教育力 
 亜大にボランティア論を開設したのは 1993 年です。多くの大学でボランティア授業を開設するのは
1995 年の阪神淡路大震災の後です。当時はまだ珍しかったので、朝日新聞や読売新聞などが取材に
来ましたし、最初は土曜日の 2時限目に置いたのですが、100人以上の学生が１回目に出席しました。 
 きっかけは 1991 年夏、湾岸戦争後のクルド難民救援活動で大学生チームをイランに派遣したことで
す。チームの中心勢力だった亜大生たちがえらくたくましくなって帰国してきました。テヘラン空港に迎
えに行ったときは、どこの高校生かと見間違えたのが、成田空港では自信に満ちた顔付きで帰ってきま
した。３週間の救援活動の何が彼等を変えたのか。こんなに教育的な影響力を持つ活動を正課授業に
出来ないか？このときの驚きが開設のきっかけでした。 
 活動そのものは対したことは出来ませんでした。冬が来る前にイラクに帰ろうとする難民家族に、当座
の生活物資を現地で買付け、イランの労働者を雇い、彼等と共に 10 キロくらいのパックにまとめ、学生
達が手分けして、片道 4 時間の山道を車でキャンプ地に運び、横流しされないように、ちゃんと難民家
族に手渡しする。それだけの活動です。オーストラリアのＮＧＯチームと協同活動でやりました。州政府
との話し合いも学生達で対応しました。アメリカで 5ヶ月間留学するＡＵＡＰプログラムのおかげで、英語
でちゃんと対応できたそうです。借りた倉庫の中で、女士学生とも一緒に仕事をするという、イランでは
考えられない経験をしたイランの男性は、別れを惜しんで、泣いて見送ってくれたそうです。 
 ある学生がこう感想を述べました。「彼ら（難民）も人間なんですね。」キャンプでの子ども達の視線は
結構厳しいものがあったそうです。「難民」という抽象的な存在ではなく、キャンプでの生活者としての姿
が目に焼付いたのでしょう。海外ボランティアの 3 原則（技能・経験、長期、少人数）に適合しない活動
でしたが、お金を寄付するより価値があったと思います。 
 一般的なボランティア活動の成果を見ておきましょう。1996 年に全国社会福祉協議会がまとめたデー
タが有ります（表１．）。 
 
表 1．ボランティア活動を通じて良かった点（全国社会福祉協議会 1996年調査） 
活動を通じてよかった点 回答率 
新たな友人や仲間ができた 63.8％ 
自分自身の生きがいを得た 50.4％ 
活動自体が楽しかった 48.0％ 
相手側から感謝された 43.2％ 
自分自身の啓発につながった 43.0％ 
要援助者を助けることができた 38.7％ 
新しい知識・技術を習得できた 36.6％ 
社会のために役立つことができた 36.1％ 
行政や社協などから評価された 22.2％ 
自分自身の健康や体力が増進した 11.8％ 
所属する学校・職場で評価された 3.8％ 
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このデータから読み取れるものはなんでしょう。 
＊ 活動を通じてプラスの成果がある（下表）ことで、活動を肯定的に評価する（仲間、生きがい、
楽しい、有り難う、自己啓発、新しい知識・技術、役に立った、公から評価された） 
＊ 生きがい・・・生きていくことの意味の再発見・再確認 
＊ 有り難う・・・他者に感謝される自分を肯定・見直す 
＊ 自己啓発･･･自分が変わることの確認、変わると違う世界が見えてくることに気づく、自分から
動くことの意義を知る、「してあげる」意識が「させてもらう」感覚に変化する（相手とともに歩む
態度と姿勢の意義を感じる） 
＊ 新しい知識・技術・・・相手の話を一生懸命に聞く、相手の人生経験を聞く、相手が若いときの
話を聞く、歴史の実感的理解、聞き方、話し方、挨拶の仕方、アイコンタクトの取り方、コミュニ
ケーションのコツ、障がい援助技能 
＊ 役に立った・・・個人的活動ではなく、社会的活動であることに気づく、社会的課題、相手の直
面する課題を一緒に解決する活動、同志的活動、社会を変えるかもという感覚、社会参加の
一方法 
＊ 公から評価された・・・自分とは余り関係ないと思っていた公の機関から活動を評価されること
の意味を考える、行政などの課題とつながった活動なんだ、社会福祉、社会改善というかたち
で、の社会を変える意義を持つ活動なんだ 
 
 ボランティア活動の教育力とは、次のような力が身につくことで成長できることです。 
＊ 自発性、自主性、積極性 
＊ 会話力、コミュニケーション力、挨拶、笑顔、間の取り方、相手の気持ちを察する力 
＊ 好奇心、学ぶ姿勢 
＊ リスク管理 
＊ ホウレンソウ（報告・連絡・相談という組織的活動のルール） 
＊ 段取り力、実行力 
＊ ネットワークを築く力 
 
３ 大学生に見るボランティア活動動機 
 ここで、大学生のボランティア活動動機を見ておきましょう。 
2001 年にきょうと学生ボランティアセンターが利用する大学生対象に行ったアンケート調査結果は表２．
の通りでした。調査から見えてくることは 4つあります。 
 第１は、ボランティアの伝統的な動機として想定されていた「世のため、人のため」という
動機（社会への貢献タイプ）が首位から降り、代わりに、新しい出会いや体験を通じてやりた
いことを発見したいという、自分本位の動機（自分の発見タイプ）が首位になったことです。 
 第２は、社会への貢献タイプの動機の中でも、｢困っている人の手助けがしたい｣とか「地域
や社会をよりよくしたい」という身近な問題への志向が強いことです。これらは、自分の日常
の生活範囲，活動範囲の活動である場合が多いことが予想されます。 
 第３は、実利的な動機（キャリアづくりタイプ）は著しく低いということです。かろうじて 
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表２． 大学生に見るボランティア活動動機（きょうと学生ボランティアセンター2001調査） 
 
「進学・就職に有利にしたいから」が 11.0％と二桁に乗りますが、進学でボランティア歴が評
価されるなどの状況が出てきているにもかかわらずこの程度の数字というのは，やはり低いと
思います。ボランティア活動の単位化は実利的な参加を招くという理由で単位化に反対する大
学教員には意外な数字でしょう。 
 第４は、ボランティア活動の場を「居場所」として安らぎたいという傾向が増えつつあるこ
とです。不安、喪失感、自信が持てない、傷ついている、という自分を癒やせる場をボランテ
ィアに求めてくる若者が増えつつあります。こうした参加の在り方があることに注意しておく
必要があります 
 
４ まとめとして 
 教職課程生のボランティアは子ども関係や教育ボランティアが中心で狭くなる傾向がありま
す。わたしは、もっと広い視野で、色々な社会的課題と取り組むボランティア活動に参加して
欲しいと思います。 
 というのは、市民参加、社会参画のツールとしてのボランティアがＮＰＯやＮＧＯを支えて
いるからです。チャリティとしてのボランティアの流れや「お」の字ボランティアという互酬
性を原理としたボランティアの流れも日本では根強いのですが、権利としてのボランティアの
流れが広がりつつあることが今日の特徴でもあります。ボランティアは市民の社会参加のツー
ルであり、その意味で、どんな人も、ボランティアに参加する権利を持っているという考え方
です。 
 「お」の字ボランティアとは、お互いさま（助け・助けられ、「情けは人のためならず」）、お
裾分け（あるモノを分ける）、お返し（助けてもらった分は返そう）、恩返し（親、親戚、兄弟、
隣近所、先生・先輩、自分にかかわった人々、世界の人々）、お節介（「助けてくれ」とは言わ
動機の種類 動機の内容 回答率 
 
社会への貢献タイプ 
小計 106.9％ 
困っている人の手助けがしたいから 51.6％ 
地域や社会をよりよくしたいから 37.9％ 
社会の不正や矛盾に怒りを感じるから 10.4％ 
社会の問題解決に学問を役立てたいから 7.0％ 
 
自分の発見タイプ 
小計 274.2％ 
新しい人と出会いたいから 90.7％ 
自分の技術などを活かしたいから 15.9％ 
新しく感動できる体験をしたいから   81.9％ 
自分のやりたいことを発見したいから 85.7％ 
 
キャリアづくりタイプ 
小計 15.4％ 
授業のひとつとして位置づけられているから 1.2％ 
大学で活動を奨励しているから 1.6％ 
単位取得のために必要だから 1.6％ 
進学・就職に有利にしたいから 11.0％ 
 
癒しセラピータイプ 
小計 99.5％ 
自分自身を見失っているような不安や喪失感から 29.7％ 
自分自身の生き方に自信が持てないから 31.9％ 
傷ついた心を癒したいから 9.9％ 
人や集団とのコミュニケーションに自信が持てないから 28.0％ 
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ない人、言えない人を,構わずに世話する）、思いやり（相手の立場に立って考えよう、相手の
気持ちを察する）などの、「お」の字で始まる日常的な心遣いの延長上にボランティアを捉える
見方です。 
 ところで、保護者の有する『社会関係資本』が子どもの学力にプラスの影響を与えるという
研究結果が出ています。（志水宏吉『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房、2014年 4
月。志水宏吉ほか「調査報告『学力格差』の実態」岩波ブックレット、2014年 6月） 
 社会関係資本というのは、学校・家庭・地域における人と人とのつながり、人間関係の濃さ
のことで、例えば、 
＊ 地域の行事へ子どもと参加する 
＊ 子どもと勉強や成績のことについてよく話をする 
＊ 子どもと社会の出来事やニュースについて話をする 
＊ 授業参観や運動会などの学校行事に参加する 
＊ ボランティアでの学校支援をする 
＊ 子育てや教育についての悩みを相談できる友人・知人がいる 
 
等のアンケート項目で「よくする」と答える親の子どもほど、学力が高いという有為な相関関
係が見出だされると言います。 
 経済資本（親の収入）や文化資本（親の学歴、文化的活動）の豊かさも子どもの学力と有為
な相関関係をもちます。しかし、経済資本や文化資本はある程度固定的なもので、親の努力に
よって直ぐに変化するというものではありません。それに比べると、社会関係資本は親の意識
や努力、姿勢により、豊かにさせることができるものです。 
 その意味では、教師自身も社会関係資本をもって欲しいと思います。そして、ボランティア
活動は社会関係資本を増やす格好のツールです。教師が地域を知り、地域の人々や団体と出会
い、人脈、ネットワークを持つことが大切です。 
 地域にはどんな資源があるか、どんな人がいて、どんな活動をしているか。地域で何が課題
となっているか。地域にも目を向けられる教師が望まれています。 
 
 東京都教育委員会が打出している「教員に求められる基本的な４つの力」は、学習指導力、
生徒指導力・進路指導力、外部との連携・折衝力、学校運営力・組織貢献力の 4つです。前の 2
つは昔からある要請ですが、後の２つは、社会の変化に応じて出てきた新しい要請だと位置付
けられています。つまり、社会状況の変化に対応して、東京都の教員が今後特に身につけるこ
とが必要な力だと考えられています。そして、この力はボランティアなど、地域貢献活動、社
会体験活動で身につけることが出来るのです。 
 社会関係資本というと、最近のインターネットでの「つながり」も入ってくるのかと思いが
ちですが、そうではありません。ＬＩＮＥなどによる「人間関係の常時接続化」（土井隆義）は
若者の間にネット依存現象を生み出しました。インターネットは、本来は、多種多様な人々が
時空の制約を超えてつながる「開放的なシステム」のはずであるが、ネット依存を生む今日の
状況は、身近な仲間が互いにつながり続ける「閉鎖的なシステム」と化す機会が増えていると、
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土井隆義氏は分析します。（土井隆義『つながりを煽られる子どもたち〜ネット依存といじめ問
題を考える』岩波ブックレット、2014年 6月）土井氏は、自分には良いところがたくさんある
と思っている子どもには、ケータイやスマホの使用時間が、短い傾向があると指摘しています。
（前掲書 84頁）また、家族が自分を信頼していると感じている子どもほど、やはり、ケータイ
やスマホの使用時間も、短い傾向がうかがえると指摘しています。（同前） 
 自己肯定感の基盤は「自分が周りから求められる側に立ち、そこで必要とされている実感を
得ること」だと土井氏は言い、子どもたちの自立へのきっかけは、周囲から見つめられる側か
ら、周囲を見つめる側へと、「承認のベクトル」を反転させてやることだと指摘します。（前掲
書 86〜87頁） 
 ボランティアの世界では、「少年は必要とされて初めて大人になる」というジョン・スタイン
ベックの言葉が、ボランティア活動の意義をあらわす言葉としてよく紹介されます。ボランテ
ィアを通じて、親以外の色々な大人と出会いますが、親や教師という大人しか知らなかった若
者たちにとって、ボランティアを通じて出会う街中の大人たちは、生きることに前向きな信頼
できる大人であることが多いと思います。そうした｢意味ある他者｣との出会いは、親や教師を
見つめる視点や視野を変えることでしょう。そして、それは親や教師との馴染みのある関係を
少しずつ変え、若者たちの自立への力を与えるのです。 
 
（本研究ノートは 2015年 7月 11日、亜細亜大学で開催された都内私立大学教職課程事務懇談
会研究会での講演内容をまとめたものである） 
